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我々はこれまでに、電解質溶液内にてゲ

ート絶縁膜無しで動作するダイヤモンド電

解質溶液ゲート FETs(SGFETs)の電気特性

を報告してきた[1-3]。前回は、参照電極(Fig.1 

Reference Electrode)に印加した交流電圧 vGS

に対し SGFETのドレイン-ソース間電圧 vDS

が 100 kHzまでの周波数応答を報告した[4]。

この場合、参照電極及び SGFETのソース

電位を共通にした(Fig.1 (A) Common 

Source)。本研究では、この共通電位線を取

り去り、参照電極及び SGFETのそれぞれ

をフローティングとして送信部を参照電

極、受信部を SGFETとした無線での信号

伝送(例：海中通信)の可能性を検証した。 

Fig.1は SGFETの周波数特性に関する

(A)共通電位線のある回路での測定（共通ソ

ース回路）、(B)フローティング回路での測

定の比較である。参照電極には Ag/AgCl

電極を用い、2 mまで送信部と受信部の距

離を取った。それぞれの系において、距離

1 mで参照電極に 1 MHzの矩形波入力を印

加した際の SGFETの周波数特性を Fig.2に

示す。共通ソース回路とフローティング回

路のどちらの結果も矩形波入力に対し出力

電圧 vDSは周波数応答した。フローティング

の結果では、共通ソースで確認できる矩形波

入力振幅を反転した振幅が観測されず、入力電圧 vGの立ち上がり及び立ち下がりの電位の変化分、

つまり微分波形のみがドレイン電圧の変化として、1~10 MHzで観測された。振幅が観測されない

理由としては、共通電位線が無いことで入力電圧 vGの直流成分(VBias) の影響を受けないことが挙

げられる。以上の結果から、信号電位と受信電位(ソース)が共通で無いフローティングでも、参照

電極を送信部、SGFETを受信部とし、海水(塩水)を介したデジタル信号伝送が少なくとも 10 MHz

程度で可能であることが示唆された。 
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Fig.1 Image for measuring the Switching Characteristics 

((A) Common Source (B) Floating) 

Fig.2 Switching Characteristics of Diamond SGFET  

(A) vGS = -0.8 ± 0.2 V (vGS = VBias + vgs) 

(B) vG = ± 1.0 V (vG = + vg) 

VDD= -1.0 V, RD= 1 kΩ 
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